
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年１月に発行した「みね新聞６９号」では、大和市議会

基本条例第４条５項は「自らの資質の向上を図るために研鑽

に努めること」を規定しており、私は「市民の皆様の課題解

決につながる知識の習得のため、引き続き大学での学びに力

を入れるとともに、より一層磨きをかけるべく、様々な資格

取得にも積極的に挑戦していきたい」と昨年の抱負を述べさ

せていただきました。 

 今年はその結果を市民の皆様にご報告し、新たな目標に挑

戦する一年としてまいりたいと考えております。「戦うお父

さん あかみね太一」は今年も全力で走り続けます。本年も

ご支援のほど、どうぞよろしくお願い致します。 

 

大和市議会議員  あかみね太一  
【プロフィール】昭和 55年 11月 27日生まれ。   【討議資料】 

平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制の大学で

福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の９歳の娘、６歳の長男と４歳の次男の５人家族。桜ヶ

丘在住。防災士としても活動を展開中。 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

  

■本年もよろしくお願いいたします。 

 

 

■福祉 ITネットワーク構築を求める 

 

 滋賀県湖南市では「湖南市発達支援ＩＴネットワーク、通称ＫＩＤＳ」を運用しています。この「ＫＩＤＳ」は

支援を必要とする障害児者にかかわる教育委員会や公立の幼稚園、保育園、そして小中学校、保健センターなどの

支援機関、商業や工業を担当する所管課、巡回相談員、養護学校などの支援機関をイントラネットでつなぐＩＴネ

ットワークシステムです。 

イントラネットとは、組織内のみで構成されたネットワークであり、一般的にはインターネットに比べてセキュ

リティーが高く、多くの企業や公共機関でも利用されております。 

 湖南市では、現在も国の補助金による支援を活用しながら、ＩＴネットワークシステムＫＩＤＳを運用しており、

保護者の了承を得た上で対象となる障害児者の支援に必要な情報を共有し蓄積しており、支援機関同士の情報提供

や連絡、調整に活用されております。 

現在、大和市には、湖南市発達支援ＩＴネットワーク「ＫＩＤＳ」のような障害児者の支援の円滑化や情報共有、

支援情報の蓄積ができるＩＴネットワークシステムはありません。紙ベースのやりとりは、時間や手間がかかるた

め、支援に当たる職員や関係者の負担を増加させる一因となっております。           （裏面に続く） 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第９４回みねスクエア 
１月２１日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第９５回みねスクエア 
２月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第９６回みねスクエア 
３月２４日(土)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際は SNSな
どでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 

 

■行政「相談支援専門員を中心に」 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私が無料で出張防

災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 

メールアドレス akamine1980@gmail.com 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

大
変
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数
で
す
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六
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 子供の状態や発達段階などに応じて、支援機関全体で支援情報を共有しつつ、カンファレンスや調整会議を行い、

具体的な指導方針を策定することが望まれております。本市においても、小中学校や教育委員会、障がい福祉課や

すくすく子育て課などをイントラネット上のＩＴネットワークでつなぎ、グループウエア等を用いて支援情報の共

有や蓄積、連絡調整等に活用することができれば、円滑かつ強力な連携体制を構築することができます。 

 そこで「支援機関をつなぐＩＴネットワーク環境を構築し、支援情報の共有化を図るべきと考えるがどうか」と

行政に対してＩＴネットワーク環境の構築を求めました。 

私の質問に健康福祉部長は「平成 24年４月の児童福祉法の一部改正等により、障害児者が児童発達支援等の福

祉サービスを利用する際、相談支援専門員が個々の障害状況などを詳細に把握し、それぞれの人に合ったサービス

の利用を調整する相談支援事業が制度化された。相談支援事業にかかる相談支援専門員は、本人に、より適した支

援ができるよう、関係機関が参加する担当者会議や、必要に応じて当事者や保護者も参加する場を設けるなど、支

援機関や家族をつなぐコーディネーターの役割を担っている。また、本市では個人情報等の適切な管理を図るため、

徹底した情報セキュリティー対策に取り組んでいる。支援機関をつなぐネットワーク環境を構築し、支援情報を関

係者で共有することは、情報セキュリティーの観点などから、既存システムでは課題が多く、実現は難しいと考え

ているが、今後も相談支援専門員を中心として、支援が必要な方の支援情報の共有化を図っていきたい。」と答弁

をいただきました。 

現状のシステムでは課題も多く実現が難しいとのことですが、将来の大和市の福祉に必要されるＩＴ情報網を整

備することは時代の要請でもあるのではないかと考えます。ぜひ、皆様のご意見をお聞かせください。 

。 


